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1999年1月18日、「21世紀 日本の構想」懇談会'が故小淵恵三内閣総理





あれか ら5年が経 ってもそれは変わりな く、 また英語教育の現場で大 きな
進展があったとも思われない。2本稿では、この英語公用語論が何故生 じた



















論を説 くなど3一変 して親英(米)の 極に至 る。そして受験科目としてのみ
の英語の問題が問われるようになり、1960年代から 「役に立っ英語」 が も
とめ られ、1974年、平泉試案へ と発展 し、渡部昇一氏との 「実用英語主義
対読解第一主義」論争を巻 き起 こした(平泉 ・渡部1975)。ところが、経済
成長を遂げるにつれ日本は自信過剰時代に戻 り、1985年以降各国 に日本語
ブームさえ起 こった。 しかし、1991年バブルの崩壊、平成大不況 とともに
自信を喪失 し、世界経済における日本語の(情報伝達上の)価値 も下が り、














の中でよりよく生 きていくため、である」(船橋2000a:173)と答え る。 そ
れには、英語が世界語となろうとしている現代において、このままでは日本
が世界から取 り残されて しまうという危機感があるか らだという。っまり、
21世紀の日本の長期的な国益を考慮 してということである。 それには次の
2っの社会 的背景が存在するとしている。
まず第1に 、国内外のグローバ リゼーション・IT革命である。 日本 はイ











































このことは 「言葉というのは生活、生 きていくための技術」(大野 ・柳瀬




としてで はな く、義務として、国民 に英語を学ぶよう圧力をかけることにな
り、それ は 「かって、植民地において、住民 にとっては非母語である日本語










主張である。 これは 「英語帝国主義」による世界の言語 ・文化の画一化から、
「ひとっの文化が世界を覆 っていると文化の大絶滅が起 こる」 とい う議論へ




成 し(中略)他企業 と差別化をすること」(守島2000:63)が必要 との指摘
もあり、「今や文化 は経済のけん引力」(月尾2000)であると考える向きも
ある。






















れは 「その言語の背後にある(制度を含む)文化 も取 り込んでそれを生活の
一部 とす ること」(中村2000)であり、そうしなければ日本の 「国益」が損
なわれると主張するのはファッショ的であり、欺瞞にみちたものであるとい
う批判である。
さらに本多勝一氏は英語を国際語とする大前提を否定 し、英語 も 「他のさ
まざまな民族語 と対等 ・平等なひとっにすぎない」(本多2000)とし、非英
語圏の国民や民族が苦労 して英語を学ばなければならない現実を 「不平等」
でありまた 「馬鹿げた努力」と評 している。特に日本 においては、「ど うし
ても英語を必要 とす るものは多 く見積 もって も二割 に満 たない」(藤原




政策」(本多2000)であると論 じている。なぜな ら、 日本の子 どもはその貴
重な6年 問、伝統文化や真の自然にかかわ る時間が大幅に削 られ、 その結
果反自然的 ・反文化的に育 ってしまい、 もはや地球と共生するような人類は
生まれて きにくくなってしまう。その一方で英語圏では、その時間を好きな
ことや自然や伝統文化に費やすことができ、地球を守るリーダーにもなり得





語とその文化的背景 とは切 り離せないことの2点 である。












もちろん提言には日本語の重要性 もうたってある。 しか し、仮に英語が公




民者が増加す る可能性は高い。 この点は船橋氏のいうような多民族 ・多言語




い。若林氏をして これが 「合衆国の戦略」であれば理解できると言わ しめた
のもこの点であろう。6
反対理由の2点 目は、言語 と生活 ・文化 との密接な関係は、 たとえ英語
といえども分かちがたいものであると考えるか らである。英語 はなるほど世
界で最 も多 くの情報量を持つ、最 も広い範囲で用が足せる言語になりっっあ





「ロシア人 の女中が ロ シア語で叫んだ時のお ひるは(中 略)大 きい スー
ラ皿゜ に入 ったスープとバ タつ きパ ンだった。母が 日本語 で叫んだ時 は、
スープで はない。 おわん に入 った卵 のおっ ゆとごはんだ った。」
(中津1978:225)
この 「頭 と胃袋が直結 し」た例のように、言語習得 は1つ の体験 と して全
体的に記憶される側面がある。英語という言語にもまだその背後に英語圏の
文化を背負っている。そしてそれは(少なくとも現時点では)ど うして もっ




人工的に国際共通語の実現 を目指 して構築 されたエスペラント語の中立 さほ
どに、脱英米化するか もしれない。その暁には、日本を含む世界各国で公用
語として採用され、なおかっ各国 ・各民族の言語を母語としても存続 しその











機的な状況は切実である。船橋(2000a)には、躍進 しつづ けるイン ドやシ
ンガポールの現状や、中国や韓国その他近隣アジア諸国の成長が報告され、
それが英語の出来不出来に直結 しており、国民的な英語力の向上が焦眉の急





日本の英語教育への危機感 の現れである。2節で示 したとお り、1960年代










その理 に反 している。最 も近 い国々との国際交流を考えずして、世界的な国





























の、貧 しい教養 と、せまい世界認識が反映 されている」(田中克彦2000a)
政策を採用 しな くてもよいことになろう。ではどう解決するか。以下、英語

























































だ けであろう。'°これでは質の高い英語教師など望めそうもない。 なぜな ら
現実に英語教師になってからほとんどはじめて英語教育にっいて実際的に学
びはじめるのであるから当然である。n











小 学 校 教 員 570
中 学 校 教 員 658
高 校 教 員 718
















論 した。「言語の公的認定は基本的人権という観点をはず して は考え られな
いものである」(田中克彦2000b:45)とされ る。「21世紀 日本の構想」懇
談会の提言する英語公用語化 は、その公用語 という点において実体を欠き、










りした言葉 を論理的に使うことができる日本人 は、大学教育を受 けた人の中
でさえ も、多いとは言えないといわれる(丸谷2000)。ビジネスの世界では








筆者 は学生か ら教員への過渡期 にあるといってよいであろう6実際には英
語教師としての徹底 した専門的訓練を受けたことのない者が机上の空論を並




虐 本稿は2001年2月に河上誓作先生に提出したレポー トがもとになっている。 そ
の際、先生には直 ぐに何 らかのかたちで世に問うてみることを勧めていただいた。
あれから3年 が経ち、いくっかの大学で非常勤講師として英語を担当させていた









3志 賀直哉はフランス語をあらゆる場面で使用すべきという 「日本語廃止論」 を唱
えた(1946年)。
4こ の言語がパワーであるという発想の元に、「今 日急速 に重要性を高めているの
は、言語を武器とする言力政治(ワー ド・ポリティクス)である」 と提言 に も盛
り込まれている(田 中明彦2000参照)。
5こ の問題に関して河合氏は 「日本語 と日本文化は絶対、大丈夫やで。も しこの程
度で ダメになる日本語、 日本文化な ら、早 うそうなったらええんや」(河 合
2000)とさえ言 っている。
6も ちろん、 ショック療法的に、英語を公用語にすることによって国民の愛国心を
高あることにつながる可能性 も考えられる。 この点は河合氏が狙う 「国民的議論」
なのかもしれない。




















































立 川 健 二(2000)「英語 批 判 の手 前 で 一 エ ス ペ ラ ン トか らザ メ ン ホ フへ」、 「言 語 』 第
29巻8号 、64-75.
田 中 明彦(2000)『ワー ド ・ポ リテ ィ ッ ク スー グ ロー バ リゼ ー シ ョ ンの中 の 日本外 交』、
筑 摩 書 房 、東 京.












中公新書 ラクレ編集部+鈴 木義里編(2002)「論争 ・英語が公用語になる日」、 中央
公論社、東京.
樋口忠彦(2000)「外国語、英語教育の改革が急務」、 『英語青年」 第146巻6号 、
365.
平泉渉 ・渡部昇一(1975)『英語教育大論争』、文藝春秋、東京.
藤原正彦(1999)「もっと大切なもの」、「言語』第28巻1号.
船橋洋一(2000a)『あえて英語公用語論』、文藝春秋、東京.
船橋洋一(2000b)「英語公用語論の思想 一英語 リテラシーは共存と信頼のテーマ」、
『言語』第29巻8号 、22-7.
本多勝一(2000)「英語』が日本を滅ぼす」、『英語教育」5月号、24-5.
松川禮子(2000)「英語第二公用語化論 と英語教育」、『英語青年』第146巻6号 、
366.
松田徳一郎(2000)「何のための第二公用語か」、『英語青年』第146巻6号、367.
丸谷才一(2000)「限定なく意味あいまい」、『朝日新聞』4月5日.
増田晶文(2003)「大学は学生に何がで きるか』、プレジデント社、東京.
守島基博(2000)「企業内公用語の意味 と役割」、「言語』第29巻8号 、57-63,
若林俊輔(2000a)「『怒 り心頭』であること」、『英語教育』5月号、26-7.
若林俊輔(2000b)「母語をつぶすっもりか」、「英語青年』第146巻6号、368.
渡部昇一(2000)「それはエリー ト官僚英語の問題だ」、「英語青年』第146巻6号、
369.
